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１
、
教
化
研
究
会
議

【
１
】
第
五
十
八
回
中
央
教
化
研
究
会
議

　
　

期　
　

日　

令
和
七
年
十
月
二
日
（
木
）
〜
三
日
（
金
）

　
　

会　
　

場　

日
蓮
宗
宗
務
院

　
　

テ 

ー 

マ　

改
め
て
「
信
」
を
問
う

　
　

参 

加 

者　

一
〇
六
名

　
　

開
催
趣
旨
（
開
催
要
綱
原
文
の
ま
ま
）

　

〈
改
め
て
「
信
」
を
問
う
〉
と
は
、
私
た
ち
が
ど
の
よ

う
に
釈
尊
・
日
蓮
聖
人
の
教
え
に
向
き
合
っ
て
い
る
か
を

問
う
事
で
す
。
日
蓮
聖
人
は
戒
定
慧
の
三
学
を
慧
に
集
約

さ
れ
、
そ
の
慧
を
信
に
よ
っ
て
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
、

「
信
」
の
重
要
さ
を
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
す
べ
て
の
僧
侶
が
必
ず
し
も
信
仰
体
験
を
経

て
出
家
・
得
度
し
て
い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
日
蓮
門
下

と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
「
信
」
の
あ
り
方
を
模
索
し
、
悩
み

や
矛
盾
を
感
じ
な
が
ら
生
き
て
い
る
僧
侶
も
多
く
い
ま
す
。

個
人
的
な
宗
教
体
験
は
そ
の
人
の
「
信
仰
」
を
作
り
あ
げ

る
要
素
の
一
つ
と
も
な
り
え
ま
す
が
、
一
方
で
、
信
仰
の

あ
り
方
は
多
様
的
で
あ
り
、
他
者
の
信
仰
観
を
強
制
さ
れ

た
く
な
い
と
い
う
思
い
を
持
つ
教
師
も
お
ら
れ
る
で
し
ょ

う
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
今
、「
信
」
と
は
何
か
、「
信

仰
」
と
は
何
か
を
改
め
て
問
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
今

回
の
教
研
会
議
を
開
催
致
し
ま
す
。

　

基
調
講
演
と
し
て
、
宗
教
学
者
石
川
明
人
先
生
に
よ
る

「
人
に
と
っ
て
宗
教
と
は
、
信
仰
と
は
」
と
題
す
る
講
演

を
賜
り
、
続
い
て
赤
堀
正
明
現
宗
研
所
長
よ
り
「
起
信
の

教
」
と
題
す
る
講
演
。
そ
の
後
に
分
散
会
と
全
体
会
議
を

開
催
し
ま
す
。

　
　

開
催
方
式

①
基
調
講
演
「
人
に
と
っ
て
宗
教
と
は
、
信
仰
と
は
」

　

石
川
明
人
先
生
（
桃
山
学
院
大
学
社
会
学
部
教
授
）

令
和
七
年
度
事
業
報
告
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②
基
調
講
演
「
起
信
の
教
」

　

赤
堀
正
明
（
千
葉
県
常
不
軽
寺
住
職
・
現
宗
研
所
長
）

③�
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
分
散
会
を
設
置
、
そ
れ
ぞ
れ
に
座

長
・
副
座
長
を
設
け
る
。

④
全
体
会
議
（
座
長
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
）

⑤�

後
日
、
各
分
散
会
の
座
長
に
よ
る
報
告
を
聞
き
、
テ
ー

マ
「
改
め
て
「
信
」
を
問
う
」
に
ま
と
め
た
。
講
演
及

び
分
散
会
の
概
要
は
『
宗
報
』
令
和
八
年
二
・
三
月
号
、

詳
細
は
『
現
代
宗
教
研
究
』
第
六
十
号
に
収
載
。

【
２
】
教
区
教
化
研
究
会
議

　

十
一
教
区
に
て
開
催
。
日
時
・
テ
ー
マ
は
次
の
通
り
。

●
第
四
十
八
回
中
四
国
教
区
教
化
研
究
会
議

（
三
分
散
会
・
全
体
会
議
）

令
和
七
年
六
月
十
六
日
〜
十
七
日

山
口
県　

山
口
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
開
催

テ 

ー 

マ
「
人
口
減
少
社
会
で
の
寺
院
運
営
を
考
え
る
」

基
調
講
演
「
寺
院
統
廃
合
の
現
状
」

　
　
　
　
　

�

根
元
康
秀
（
千
葉
県
神
宮
寺
修
徒
・
日
蓮
宗

宗
務
院
寺
院
僧
籍
課
長
）

●
第
四
十
三
回
九
州
教
区
教
化
研
究
会
議

（
三
分
散
会
［
年
代
別
］・
全
体
会
議
）

令
和
七
年
六
月
十
六
日
〜
十
七
日

宮
崎
・
鹿
児
島
・
沖
縄
県　

ホ
テ
ル
メ
リ
ー
ジ
ュ
に
て
開
催

テ 

ー 

マ
「
い
の
ち
に
合
掌
」

基
調
講
話
「�

日
蓮
宗
女
性
教
師
を
取
り
巻
く
現
状
と
課
題

〜
「
映
し
鏡
」
と
し
て
の
女
性
教
師
像
の
変

化
〜
」

　
　
　
　
　

�

丹
羽
宣
子
（
立
教
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
福
祉

学
部
助
教
）

●
第
四
十
五
回
北
海
道
教
区
教
化
研
究
会
議

（
五
分
科
会
・
全
体
会
議
［
意
見
交
換
会
］）

令
和
七
年
八
月
二
十
八
日

北
海
道
南
部　

ホ
テ
ル
ラ
イ
フ
ォ
ー
ト
札
幌
に
て
開
催

テ 

ー 

マ
「�

進
む
無
葬
化　

求
め
ら
れ
る
寺
院
・
僧
侶
と

は
─
マ
ン
ダ
ラ
チ
ャ
ー
ト
で
探
る
、
寺
院
の

未
来
像
─
」

基
調
講
演
「
葬
式
仏
教
正
当
論
」

　
　
　
　
　

�
鈴
木
隆
泰
（
東
京
都
善
應
院
住
職
・
現
宗
研
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特
別
研
究
員
）

　

第
一
分
科
会
「�

教
師
が
理
想
と
す
る
葬
送
に
は
、
何
が

必
要
か
」

　

第
二
分
科
会
「�

私
た
ち
が
、
送
ら
れ
た
い
と
思
う
葬
送

に
は
、
何
が
必
要
か
」

　

第
三
分
科
会
「�
理
想
の
僧
侶
・
寺
院
と
な
る
た
め
に
は
、

何
が
必
要
か
」

　

第
四
分
科
会
「�

理
想
の
僧
侶
・
寺
院
と
な
る
た
め
に
は
、

何
が
必
要
か
」

　

第
五
分
科
会
「�

社
会
か
ら
の
期
待
に
応
え
る
寺
院
に
な

る
に
は
、
何
が
必
要
か
」

●
第
五
十
五
回
近
畿
教
区
教
化
研
究
会
議

（
三
分
散
会
・
全
体
会
議
）

令
和
七
年
九
月
三
十
日

大
阪
府
和
泉　

堺
市
妙
國
寺
に
て
開
催

テ 

ー 

マ
「�

地
域
で
〈
生
き
生
き
〉
生
き
る
お
寺
へ
〜

『
苦
に
出
会
い
な
お
す
』
こ
と
で
で
き
る
こ

と
〜
」

基
調
講
演
「�

地
域
で
〈
生
き
生
き
〉
生
き
る
お
寺
へ
〜

『
苦
に
出
会
い
な
お
す
』
こ
と
で
で
き
る
こ

と
〜
」

　
　
　
　
　

�

大
河
内
大
博
（
浄
土
宗
願
生
寺
住
職
・
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
さ
っ
と
さ
ん
が
願
生
寺

共
同
代
表
・
チ
ャ
プ
レ
ン
）

●
第
四
十
七
回
中
部
教
区
教
化
研
究
会
議

（
七
分
散
会
・
全
体
会
議
）

令
和
七
年
十
月
十
日

愛
知
県
名
古
屋　

ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち
に
て
開
催

テ 

ー 

マ
「�

死
に
ゆ
く
者
を
看
取
る
家
族
に
寄
り
添
う
〜

臨
床
宗
教
師
の
視
点
か
ら
〜
」

基
調
講
演
「�

死
に
ゆ
く
者
を
看
取
る
家
族
に
寄
り
添
う
〜

臨
床
宗
教
師
の
視
点
か
ら
〜
」

　
　
　
　
　

�

森
田
敬
史
（
龍
谷
大
学
大
学
院
実
践
真
宗
学

研
究
科
教
授
・
臨
床
宗
教
師
）

鼎
談
（
質
疑
応
答
）

　
　

森
田
敬
史

　
　

�
村
瀬
正
光
（
愛
知
県
大
光
寺
住
職
・
教
研
運
営
委
員
）

　
　

�

髙
鍋
鳳
憲
（
愛
知
県
立
正
寺
住
職
・
教
研
運
営
委
員
）
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●
第
四
十
二
回
東
北
教
区
教
化
研
究
会
議

（
三
分
散
会
・
全
体
会
議
［
質
疑
応
答
］）

令
和
七
年
十
月
三
十
日
〜
三
十
一
日

秋
田
県　

秋
田
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
に
て
開
催

テ　

ー　

マ
「�

こ
れ
か
ら
の
葬
送
を
考
え
る
─
弔
い
の
多

様
化
に
僧
侶
は
ど
う
向
き
合
う
か
─
」

事
例
報
告
①
「�
海
洋
散
骨
の
現
状
か
ら
─
寺
院
・
僧
侶
に

求
め
ら
れ
る
も
の
」

　
　
　
　
　
　

�

森
下
恵
王
（
宮
崎
県
立
正
寺
修
徒
・
現
宗

研
研
究
員
）

事
例
報
告
②
「�

誰
に
も
頼
れ
な
い
時
代
の
支
援
モ
デ
ル
─

お
寺
が
喪
主
を
担
う
と
い
う
選
択
─
」

　
　
　
　
　
　

髙
野
光
尊
（
長
崎
県
本
立
寺
修
徒
）

講　
　
　

演
「
日
本
の
葬
送
は
ど
こ
に
向
か
う
の
か
？

　
　
　
　
　
　

─
葬
送
多
様
化
の
傾
向
と
対
策
」

　
　
　
　
　
　

�

薄
井
秀
夫
（
株
式
会
社
寺
院
デ
ザ
イ
ン
代

表
取
締
役
）

●
第
四
十
一
回
北
陸
教
区
教
化
研
究
会
議

（
八
分
散
会
・
全
体
会
議
）

令
和
七
年
十
一
月
四
日

新
潟
県
北
部　

長
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
開
催

テ 

ー 

マ
「�

大
人
の
発
達
障
害
を
知
る
〜
発
達
障
害
を
通

し
た
人
間
理
解
〜
」

基
調
講
演
「�

大
人
の
発
達
障
害
〜
発
達
障
害
を
通
し
た
人

間
理
解
〜
」

　
　
　
　
　

�

竹
内
一
夫
（
長
岡
中
央
綜
合
病
院　

小
児
科

専
門
医
・
周
産
期
専
門
医
）

●
第
四
十
九
回
山
静
教
区
教
化
研
究
会
議

（
十
分
散
会
［
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
］・
全
体
会
議
）

令
和
八
年
二
月
十
八
日

山
梨
県
第
三
部　

身
延
山
大
学
に
て
開
催

テ 

ー 

マ
「�

地
方
寺
院
の
現
実
〜
お
寺
と
は
何
か
？
何
を

〈
諦
め
る
／
遺
す
〉
の
か
〜
」

研
究
発
表
「�

山
梨
県
内
の
寺
院
・
教
師
実
勢
デ
ー
タ
と
分

析
」

　
　
　
　
　

�

甲
斐
元
浩
（
山
梨
県
淨
蓮
寺
住
職
・
山
梨
県

第
三
部
宗
務
所
宗
務
事
務
長
）

基
調
講
演
①
「
日
蓮
宗
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
」
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�

池
上
要
靖
（
山
梨
県
智
寂
坊
住
職
・
日
蓮

宗
長
期
総
合
計
画
策
定
Ｐ
Ｔ
員
）

基
調
講
演
②
「
寺
院
の
現
状
と
こ
れ
か
ら
」

　
　
　
　
　
　

�

木
村
共
宏
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
報
恩
寺

住
職
・
築
地
本
願
寺
副
宗
務
長
・
未
来
の

住
職
塾 N

EX
T
 

講
師
）

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

［
パ
ネ
リ
ス
ト
］

　
　
　
　
　

木
村
共
宏

　
　
　
　
　

池
上
要
靖

　
　
　
　
　

甲
斐
元
浩

　
　
　

［
司
会
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
］

　
　
　
　
　

近
藤
玄
純
（�

山
梨
県
妙
福
寺
住
職
・
一
般
財
団
法
人
SO
CIA
L T
EM
PLE 

代
表
理
事
）

●
第
五
十
回
京
浜
教
区
教
化
研
究
会
議

　

（
六
分
散
会
・
全
体
会
議
［
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
］）

　

令
和
八
年
二
月
二
十
四
日

　

東
京
都
南
部　

朗
峰
会
館
に
て
開
催

　

テ 

ー 

マ
「�

こ
れ
か
ら
日
蓮
宗
の
僧
侶
に
な
る
子
弟
の

た
め
、
志
す
人
の
た
め
に　

信
行
道
場
修

了
ま
で
、
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
、
考
え

る
こ
と
」

基
調
講
演
①
「�

日
蓮
宗
の
教
育
を
考
え
よ
う
〜
信
行
道
場

を
中
心
と
し
て
〜
」

　
　
　
　
　
　

�

雨
宮
通
一
（
山
梨
県
成
妙
寺
住
職
・
日
蓮

宗
宗
務
院
教
務
部
教
育
課
長
）

基
調
講
演
②
「
法
器
育
成
の
現
場
か
ら
」

　
　
　
　
　
　

�

伊
東
泰
樹
（
神
奈
川
県
常
照
寺
寄
在
・
日

蓮
宗
宗
立
学
寮
寮
監
）

基
調
講
演
③
「
は
じ
め
て
の
僧
堂
〜
教
育
機
関
の
現
場
〜
」

　
　
　
　
　
　

�

坂
井
是
真
（
福
井
県
妙
智
寺
住
職
・
令
和

六
年
度
第
一
期
信
行
道
場
訓
育
副
主
任
）

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

［
パ
ネ
リ
ス
ト
］

　
　
　
　
　

雨
宮
通
一

　
　
　
　
　

伊
東
泰
樹

　
　
　
　
　

坂
井
是
真

　
　
　

［
司
会
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
］
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菅
野
龍
清
（�

東
京
都
浄
延
院
住
職
・
現
宗
研
主
任
）

●
第
四
十
二
回
千
葉
教
区
教
化
研
究
会
議

（
全
体
会
議
［
質
疑
応
答
］）

令
和
八
年
二
月
二
十
四
日

千
葉
県
東
部　

京
成
ホ
テ
ル
ミ
ラ
マ
ー
レ
に
て
開
催

テ 

ー 

マ
「�
寺
院
消
滅
時
代　

現
代
の
寺
院
経
営
を
考
え

る
〜
現
代
寺
院
運
営
の
観
点
か
ら
見
る
布
教

実
践
と
は
？
」

基
調
講
演
「�

寺
院
消
滅
時
代　

現
代
の
寺
院
経
営
を
考
え

る
〜
現
代
寺
院
運
営
の
観
点
か
ら
見
る
布
教

実
践
と
は
〜
」

　
　
　
　
　

�

近
藤
玄
純
（
山
梨
県
妙
福
寺
住
職
・
一
般
財

団
法
人SO

CIA
L T
EM
PLE 

代
表
理
事
）

●
第
三
十
二
回
北
関
東
教
区
教
化
研
究
会
議

（
全
体
会
議
［
質
疑
応
答
］）

令
和
八
年
二
月
二
十
六
日

茨
城
県　

ホ
テ
ル
・
ザ
・
ウ
エ
ス
ト
ヒ
ル
ズ
・
水
戸
に
て
開
催

テ 

ー 

マ
「�

寺
院
運
営
上
の
法
律
知
識
〜
各
種
ト
ラ
ブ
ル

を
防
ぐ
た
め
に
〜
」

基
調
講
演
「�

寺
院
運
営
と
令
和
の
法
律
〜
質
問
形
式
に
よ

る
ト
ラ
ブ
ル
予
防
の
為
の
対
策
〜
」

　
　
　
　
　

�

長
谷
川
正
浩
（
愛
知
県
蘇
東
教
会
前
担
任
・

日
蓮
宗
顧
問
弁
護
士
）

【
３
】
教
化
学
研
究
集
会

●
北
海
道
東
部
管
区
教
化
学
研
究
集
会

（
全
体
会
議
［
意
見
交
換
会
］）

令
和
七
年
十
一
月
六
日

北
海
道
東
部　

釧
路
市
法
華
寺
に
て
開
催

テ 

ー 

マ
「
現
代
を
生
き
る
僧
侶
の
学
び
」

基
調
講
演
「
現
代
を
生
き
る
僧
侶
の
学
び
」

　
　
　
　
　

�

赤
堀
正
明
（
千
葉
県
常
不
軽
寺
住
職
・
現
宗

研
所
長
）

【
４
】
連
絡
会
議

●
教
区
教
化
研
究
会
議
連
絡
会
議

令
和
七
年
五
月
二
十
二
日

W
eb 

会
議
サ
ー
ビ
スZoom

に
て
開
催

内　

容　

①
教
区
教
研
運
営
の
件

　
　
　
　

②
助
成
金
の
件
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③
中
央
教
研
の
件

　
　
　
　

④
そ
の
他

●
教
化
セ
ン
タ
ー
連
絡
会
議

令
和
七
年
五
月
二
十
三
日

W
eb 

会
議
サ
ー
ビ
スZoom

に
て
開
催

内　

容　

①
各
セ
ン
タ
ー
活
動
報
告
・
活
動
計
画
の
件

　
　
　
　

②
助
成
金
の
件

　
　
　
　

③
中
央
教
研
の
件

　
　
　
　

④
そ
の
他

２
、
研
究
・
調
査
活
動

【
１
】
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

　

下
記
の
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
研

究
・
調
査
を
進
め
た
。

●
教
研
会
議
Ｐ
Ｔ
（
古
河
良
啓
・
村
上
慧
香
・
中
井
本
蓉
・

松
井
大
宗
各
研
究
員
、
灘
上
智
生
・
加
藤
彰
晃
・
藤
﨑
善

隆
・
石
原
顕
正
・
河
﨑
俊
宏
・
柴
田
章
延
各
嘱
託
）

●
年
次
年
表
作
成
会
議
（
小
髙
絢
華
研
究
員
、
坂
輪
宣
政
嘱

託
、
鈴
木
宏
彰
・
望
月
康
寿
）

●
Ｉ
Ｔ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
中
村
龍
央
・
成
田
東
吾
各
嘱
託
）

●
寺
院
環
境
調
査
Ｐ
Ｔ
（
小
髙
絢
華
・
松
井
大
宗
・
水
谷
進

良
・
髙
野
光
拡
・
齋
藤
宣
裕
各
研
究
員
、
中
村
龍
央
・
成

田
東
吾
・
原
一
彰
各
嘱
託
、
森
光
寛
）

●
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
Ｐ
Ｔ
（
吉
木
祥
介
・
齋
藤
宣
裕
・
本
間
文

裕
各
研
究
員
、
菊
岡
妙
光
嘱
託
、
髙
松
由
華
・
星
光
照
）

●
仏
教
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
Ｐ
Ｔ
（
村
上
慧
香
・
中
井
本
蓉
・
森

下
恵
王
各
研
究
員
、
横
山
正
見
・
成
田
東
吾
各
嘱
託
、
三

井
妙
真
・
丹
羽
宣
子
）

●
寺
院
備
災
研
究
Ｐ
Ｔ
（
石
原
顕
正
・
中
村
龍
央
・
松
森
孝

雄
・
成
田
東
吾
各
嘱
託
）

●
新
宗
教
Ｐ
Ｔ
（
水
谷
進
良
・
髙
野
光
拡
各
研
究
員
、
櫻
井

義
秀
・
伊
藤
瑞
康
各
特
別
研
究
員
、
柴
田
章
延
嘱
託
、
服

部
功
志
・
楠
山
泰
道
）

●
葬
送
儀
礼
研
究
Ｐ
Ｔ
（
古
河
良
啓
・
内
藤
善
之
・
吉
木
祥

介
・
中
村
宣
悠
各
研
究
員
、
鈴
木
隆
泰
・
伊
藤
瑞
康
各
特

別
研
究
員
、
坂
輪
宣
政
・
灘
上
智
生
・
河
﨑
俊
宏
各
嘱

託
）

●
日
蓮
門
下
伝
説
集
成
Ｐ
Ｔ
（
堀
田
泰
寛
・
庵
谷
行
遠
・
水
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谷
進
良
・
森
下
恵
王
各
研
究
員
、
岡
田
文
弘
特
別
研
究

員
）

●
不
活
動
法
人
調
査
Ｐ
Ｔ
（
堀
田
泰
寛
・
森
下
恵
王
・
齋
藤

宣
裕
各
研
究
員
、
中
條
曉
仁
特
別
研
究
員
、
中
村
龍
央
・

成
田
東
吾
各
嘱
託
）

●
他
教
団
記
念
事
業
調
査
Ｐ
Ｔ
（
古
河
良
啓
・
内
藤
善
之
・

吉
木
祥
介
・
中
村
宣
悠
各
研
究
員
）

●
研
究
例
会
（
小
髙
絢
華
・
古
河
良
啓
・
村
上
慧
香
・
佐
藤

妙
晃
・
中
井
本
蓉
・
内
藤
善
之
・
松
井
大
宗
・
堀
田
泰

寛
・
庵
谷
行
遠
・
水
谷
進
良
・
菊
岡
妙
光
・
吉
木
祥
介
・

髙
野
光
拡
・
森
下
恵
王
・
齋
藤
宣
裕
・
中
村
宣
悠
・
本
間

文
裕
各
研
究
員
、
鈴
木
隆
泰
・
中
條
曉
仁
・
櫻
井
義
秀
・

間
宮
啓
壬
・
岡
田
文
弘
・
伊
藤
瑞
康
各
特
別
研
究
員
）

●
嘱
託
例
会
（
及
川
一
晋
・
坂
輪
宣
政
・
灘
上
智
生
・
横
山

正
見
・
中
島
信
吾
・
加
藤
彰
晃
・
藤
﨑
善
隆
・
山
内
寛

久
・
石
原
顕
正
・
河
﨑
俊
宏
・
中
村
龍
央
・
松
森
孝
雄
・

菊
岡
妙
光
・
柴
田
章
延
・
都
泰
雄
・
成
田
東
吾
・
原
一
彰

各
嘱
託
）

●
顧
問
会
（
古
河
良
晧
・
蓑
輪
顕
量
・
北
山
孝
治
・
三
原
正

資
各
顧
問
）

【
２
】
第
二
十
六
回
日
蓮
宗
教
化
学
研
究
発
表
大
会

令
和
七
年
十
一
月
二
十
八
日

日
蓮
宗
宗
務
院
に
て
開
催

研
究
発
表

「
海
洋
散
骨
を
中
心
と
し
た
状
況
と
そ
の
是
非
に
つ
い
て
」

�

森
下
恵
王
（
宮
崎
県
立
正
寺
修
徒
・
現
宗
研
研
究
員
）

「�

綱
脇
龍
妙
上
人
の
深
敬
主
義
と
『
い
の
ち
に
合
掌
』
に
つ

い
て
─
身
延
深
敬
病
院
の
創
設
─
」

�

奥
田
正
叡
（
京
都
府
常
照
寺
住
職
）

「�

布
教
の
現
場
に
お
け
る
〈
シ
ン
ボ
ル
〉
と
し
て
の
曼
荼
羅

の
役
割
に
つ
い
て
〜
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
集
合
的
沸
騰
論
か

ら
」�

小
池
政
之
（
静
岡
県
長
福
寺
住
職
）

「�

ひ
か
り
は
た
も
ち
、
そ
の
電
燈
は
失
は
れ　

─『
あ
の
世
』

は
、
今
─
」

�

三
原
正
資
（
広
島
県
妙
長
寺
住
職
・
現
宗
研
顧
問
）

「�
い
の
ち
の
尊
さ
を
伝
え
て　

─
被
爆
体
験
伝
承
活
動
の
歩

み
─
」　　

�

渡
部
公
友
（
広
島
県
本
覚
寺
住
職
）

「『
身
延
鑑
』
か
ら
探
る
七
面
大
明
神
の
正
体
」
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�

玉
木
晃
仁
（
山
形
県
日
朝
寺
住
職
）

「�

災
害
時
に
お
け
る
通
信
網
の
確
保
〜
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
の

有
効
活
用
〜
」

�
松
森
孝
雄
（
和
歌
山
県
龍
光
寺
住
職
・
現
宗
研
嘱
託
）

「�

廃
仏
毀
釈
以
後
、
遠
壽
院
荒
行
堂
は
な
ぜ
存
続
で
き
た
の
か

　

─
歴
史
年
表
か
ら
見
る
加
行
所
・
相
伝
の
変
遷
に
つ
い
て
─
」

�
影
山
教
俊
（
千
葉
県
釋
迦
寺
住
職
）

「
日
蓮
門
下
に
お
け
る
本
尊
授
与
を
め
ぐ
っ
て
」

�

水
谷
進
良
（
大
阪
府
新
福
寺
修
徒
・
現
宗
研
研
究
員
）

【
３
】
研
究
例
会

●
研
究
員
が
各
自
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
研
究
発
表
を
行
っ
た
。

発
表
テ
ー
マ
と
発
表
者
は
次
の
通
り
。

○
「
寺
院
に
お
け
る
『
働
き
方
』
に
関
す
る
一
考
察
」

�

髙
野
光
拡

○
「
宗
教
二
世
問
題
─
何
が
信
仰
継
承
・
宗
教
家
族
の
困
難

を
生
み
出
す
の
か
」�

櫻
井
義
秀

○
「
体
内
体
外
と
円
体
無
殊
」�

庵
谷
行
遠

○
「
Ａ
Ｉ
が
も
た
ら
す
僧
侶
の
本
質
的
価
値
の
再
定
義
に
つ

い
て
」�

森
下
恵
王

○
「
宗
学
論
の
一
考
察
」�

古
河
良
啓

○
「
亀
茲
に
お
け
る
釈
尊
の
外
道
調
伏
画
に
つ
い
て
」

�

内
藤
善
之

○
「
日
蓮
教
学
に
お
け
る
生
者
・
死
者
の
成
仏
と
供
養
」

�

中
村
宣
悠

○
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
変
化
と
活
用
事
例
の
紹
介
」�

松
井
大
宗

○
「
日
蓮
門
下
に
お
け
る
本
尊
授
与
を
め
ぐ
っ
て
」

�

水
谷
進
良

○
「
活
力
あ
る
お
寺
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
─
シ
ア
ト
ル
別

院
（
浄
土
真
宗
）
よ
り
学
ぶ
」�

村
上
慧
香

○
「
現
代
日
本
の
仏
教
寺
院
に
お
け
る
祭
礼
の
変
容
─
龍
光

寺
の
牡
丹
餅
講
を
事
例
と
し
て
」�

小
髙
絢
華

○
「
経
典
に
み
る
死
別
と
グ
リ
ー
フ
」�

吉
木
祥
介

○
「
生
成
Ａ
Ｉ
の
普
及
に
伴
う
『
Ａ
Ｉ
崇
拝
』
現
象
に
関
す

る
考
察
」�

堀
田
泰
寛

○
「
臨
床
仏
教
師
制
度
の
現
状
に
つ
い
て
」�

齋
藤
宣
裕

○
「
廻
国
供
養
塔
の
造
立
と
背
景
に
つ
い
て
」�

本
間
文
裕

○
「“Bhim

 A
rm
y Chief

”
チ
ャ
ン
ド
ラ
シ
ェ
ー
カ
ル
・

ア
ー
ザ
ー
ド
に
つ
い
て
」�

中
井
本
蓉
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【
４
】
特
別
講
演

●�

令
和
七
年
五
月
二
十
七
日　

日
蓮
宗
宗
務
院
に
て
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
形
式
で
開
催

テ 
ー 
マ
「��

こ
れ
ま
で
の
月
参
り
研
究
の
概
要
と
経
緯
─
失

わ
れ
ゆ
く
月
参
り
の
実
態
把
握
を
目
指
し
て
─
」

　
　
　
　
　

�
小
川
有
閑
（
浄
土
宗
蓮
宝
寺
住
職
・
大
正
大
学

地
域
構
想
研
究
所
・
Ｂ
Ｓ
Ｒ
推
進
セ
ン
タ
ー
主

幹
研
究
員
）

【
５
】
各
種
調
査

●
四
月
二
十
九
日
、
大
阪
府
叡
福
寺
に
於
い
て
、
宗
祖
の
霊

跡
・
伝
説
に
関
わ
る
現
地
調
査
を
行
っ
た
。

●
五
月
二
十
日
、
長
野
県
松
代
町
に
於
い
て
、
宗
祖
の
霊

跡
・
伝
説
に
関
わ
る
現
地
調
査
を
行
っ
た
。

●
五
月
二
十
八
日
、
千
葉
県
市
川
市
に
於
い
て
、
宗
祖
の
霊

跡
・
伝
説
に
関
わ
る
現
地
調
査
を
行
っ
た
。

●
六
月
七
日
、
奈
良
県
常
照
寺
に
於
い
て
、
宗
祖
の
霊
跡
・

伝
説
に
関
わ
る
現
地
調
査
を
行
っ
た
。

●
六
月
十
三
日
、
高
野
山
五
坊
寂
静
院
に
於
い
て
、
宗
祖
の

霊
跡
・
伝
説
に
関
わ
る
現
地
調
査
を
行
っ
た
。

●
九
月
九
日
、
埼
玉
県
妙
心
教
会
に
於
い
て
、
中
山
妙
宗
に

関
わ
る
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
。

●
十
月
八
日
、
大
田
区
立
郷
土
博
物
館
に
於
い
て
、
所
蔵
す

る
日
蓮
宗
寺
院
の
宝
物
・
古
文
書
等
に
関
わ
る
現
地
調
査

を
行
っ
た
。

●
十
一
月
十
九
日
、
大
本
山
中
山
法
華
経
寺
に
於
い
て
、
中

山
妙
宗
に
関
わ
る
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
。

●
令
和
八
年
一
月
二
十
一
日
、
上
野
寛
永
寺
・
天
台
学
大
辞

典
編
纂
室
に
於
い
て
、
日
蓮
宗
事
典
編
纂
の
た
め
の
予
備

調
査
を
行
っ
た
。

●
令
和
八
年
三
月
二
十
四
日
〜
二
十
五
日
、
山
梨
県
に
於
い

て
、
宗
祖
の
霊
跡
・
伝
説
に
関
わ
る
現
地
調
査
を
行
っ
た
。

３
、
出
版
・
資
料
収
集

【
１
】『
現
代
宗
教
研
究
』
第
六
〇
号
を
編
集
し
、
発
行
し
た
。

【
２
】�

教
団
史
研
究
資
料
の
一
つ
と
し
て
、
各
種
資
料
よ
り
『
令

和
六
年
日
蓮
宗
年
表
』
を
作
成
し
、
配
布
し
た
。

【
３
】�
現
代
教
化
シ
リ
ー
ズ
四
『GRA

N
T
H
A

』
を
編
集
し
、

発
行
し
た
。
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【
４
】�『
日
蓮
宗
僧
侶
の
た
め
の
葬
儀
読
本
』
を
編
集
し
、
発
行

し
た
。

【
５
】
新
宗
教
関
係
資
料
を
収
集
し
、
保
管
し
た
。

【
６
】
各
種
伝
道
教
化
に
関
す
る
資
料
を
収
集
し
、
保
管
し
た
。

【
７
】
伝
道
・
教
化
・
研
究
に
必
要
な
図
書
を
購
入
し
た
。

【
８
】�

今
年
度
購
入
・
寄
贈
図
書
の
蔵
書
整
理
と
デ
ー
タ
作
成
を

行
っ
た

４
、
研
究
交
流
・
会
議

●
三
月
二
十
九
日
、
駒
沢
大
学
駒
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
「
第
九

回　

仏
教
教
育
学
研
究
会　

デ
ジ
タ
ル
社
会
と
仏
教
教
育
」

に
出
席
。

●
四
月
十
一
日
、
し
ん
ら
ん
交
流
館
・
大
谷
ホ
ー
ル
に
て
「
二

〇
二
五
年
度
中
外
日
報
社
宗
教
文
化
講
座　

第
一
回　

現
代

に
お
け
る
巡
礼
の
意
義
〜
西
国
三
十
三
所
観
音
霊
場
を
歩
む

〜
」
に
出
席
。

●
四
月
二
十
四
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
「
第
一
回
時
局
問
題
検

討
委
員
会
」
に
出
席
。

●
五
月
二
十
四
日
、
京
都
大
学
吉
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
「
二
〇

二
五
年
度　

日
本
近
代
仏
教
史
研
究
会
研
究
大
会
」
に
出
席
。

●
六
月
四
日
、
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
に
て
「
フ
ュ
ー
ネ
ラ
ル
ビ
ジ

ネ
ス
フ
ェ
ア
二
〇
二
五
」
に
出
席
。

●
六
月
七
日
、
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ザ
京
都
に
て
「
仏
教
文
化
公

開
講
座 in K

Y
O
T
O

」
に
出
席
。

●
六
月
七
日
、
武
蔵
野
大
学
武
蔵
野
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
連
続
公

開
講
座
「
現
代
の
宗
教
性
に
適
用
す
る
ア
メ
リ
カ
仏
教
─
日

本
仏
教
の
刺
激
と
な
る
か
？
」
に
出
席
。

●
六
月
十
日
、
大
本
教
東
京
本
部
に
て
「
教
団
付
置
研
究
所
懇

話
会　

宗
教
間
対
話
研
究
部
会
」
に
出
席
。

●
六
月
十
一
日
、
大
阪
府
四
天
王
寺
本
坊
に
て
全
日
本
仏
教
会

人
権
問
題
連
絡
協
議
会
講
演
会
「
人
権
問
題
か
ら
み
る
過
去

帳
」
に
出
席
。

●
六
月
十
四
日
、
愛
知
学
院
大
学
名
城
公
園
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て

「
第
八
十
九
回
宗
教
法
学
会
」
に
出
席
。

●
六
月
十
八
日
、
龍
谷
大
学
に
て
龍
谷
大
学
世
界
仏
教
文
化
研

究
セ
ン
タ
ー
研
究
セ
ミ
ナ
ー
「
過
疎
地
の
お
寺
と
向
き
合
う

〜
“
い
ま
”
と
“
こ
れ
か
ら
”
を
み
す
え
て
〜
」
に
出
席
。

●
六
月
十
九
日
、
珠
洲
市
正
院
町
第
一
団
地
集
会
所
に
て
「
石
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川
二
部
復
興
地
域
心
の
ケ
ア
『
傾
聴
カ
フ
ェ
』」
に
出
席
。

（
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
Ｐ
Ｔ
）

●
七
月
一
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
「
二
〇
二
五
年
度　

第
一
回　

ク
ィ
ア
仏
教
学
研
究
会　

仏
教
教
団
を
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の

視
点
か
ら
考
え
る
」
に
出
席
。

●
七
月
二
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
仏
教
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

講
演
会
「
近
代
日
本
に
お
け
る
仏
教
教
団
の
戦
争
協
力
」
に

参
加

●
七
月
六
日
、
身
延
山
久
遠
寺
報
恩
閣
に
て
記
念
講
演
会
「
法

華
経
の
語
り
部
た
ち
」
に
出
席
。

●
八
月
二
十
九
日
、
龍
谷
大
学
に
て
「
二
〇
二
五
年
度　

第
二

回　

ク
ィ
ア
仏
教
学
研
究
会　

ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
当
事

者
住
職
か
ら
み
た
仏
教
」
に
出
席
。

●
九
月
六
日
〜
七
日
、
大
阪
大
学
豊
中
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
「
日

本
印
度
学
仏
教
学
会　

第
七
十
六
回　

学
術
大
会
」
に
出
席
。

●
九
月
六
日
〜
七
日
、
東
京
立
正
短
期
大
学
に
て
「
日
本
仏
教

社
会
福
祉
学
会
」
に
出
席
。

●
九
月
十
一
日
、
有
明GY

M
-EX

に
て
「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
産

業
展
二
〇
二
五
」
に
出
席
。

●
九
月
十
五
日
〜
十
六
日
、
上
智
大
学
に
て
「
日
本
宗
教
学
会　

第
八
四
回
学
術
大
会
」
に
出
席
。

●
九
月
十
九
日
、
京
都
テ
ル
サ
に
て
「
二
〇
二
五
年
度
中
外
日

報
社
宗
教
文
化
講
座　

第
三
回　

し
あ
わ
せ
眼
鏡
〜
仏
教
と

い
う
人
生
の
道
し
る
べ
〜
」
に
出
席
。

●
九
月
二
十
七
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
「
仏
教
伝
道
協
会
設
立

六
〇
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

だ
い
す
き
仏
教
」
に
出
席
。

●
十
月
三
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
「
第
十
五
回
善
知
識
研
究
会　

ア
ー
カ
イ
ブ
ス
の
現
状
と
課
題　

─
最
新
Ａ
Ｉ
技
術
の
活
用

を
視
野
に
入
れ
て
─
」
に
出
席
。

●
十
月
十
一
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
「
二
〇
二
五
年
度
『
生
と

死
』
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

死
と
生
の
あ
わ
い
」
に
出
席
。

●
十
月
十
六
日
、
天
台
宗
務
庁
に
て
「
教
団
付
置
研
究
所
懇
話

会　

第
二
十
三
回
年
次
大
会
」
に
出
席
。

●
十
月
二
十
日
、
増
上
寺
明
照
会
館
に
て
「
第
三
十
六
期　

第

六
回　

社
会
・
人
権
審
議
会
」
に
出
席
。

●
十
一
月
一
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
「
武
蔵
野
大
学
仏
教
文
化

研
究
所　

特
別
公
開
講
座　

仏
教
─
世
界
へ
の
飛
翔
─　

特

別
講
演
会　

空
海
研
究
を
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
」
に
出
席
。
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●
十
一
月
二
日
、
武
蔵
野
大
学
に
て
「
武
蔵
野
大
学
仏
教
文
化

研
究
所　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

仏
教
─
世
界
へ
の
飛
翔
─
」
に

出
席
。

●
十
一
月
十
六
日
、
身
延
山
久
遠
寺
大
客
殿
に
て
「
身
延
山
共

栄
と
も
の
会　

令
和
七
年
度　

特
別
文
化
講
座
」
に
出
席
。

●
十
一
月
十
八
日
、
身
延
山
大
学
に
て
「
令
和
七
年
度
身
延
山

大
学　

公
開
講
演
会　

な
ぜ
今
、
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
が
必
要
な

の
か
」
に
出
席
。

●
十
一
月
十
八
日
、
浄
土
宗
教
化
研
修
会
館
に
て
「
第
五
十
回

浄
土
宗
総
合
研
究
所
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

こ
れ
か
ら
の
法
話
を

考
え
る　

─
守
る
べ
き
こ
と
、
変
え
る
べ
き
こ
と
─
」
に
出

席
。

●
十
一
月
二
十
日
、
大
正
大
学
に
て
「
二
〇
二
五
年
度
綜
合
仏

教
研
究
所　

特
別
講
座　

第
七
回　

『
う
き
世
』
の
思
想
」

に
出
席
。

●
十
一
月
二
十
二
日
、
す
み
だ
郷
土
文
化
資
料
館
に
て
「
よ
み

が
え
る
名
所　

押
上
最
教
寺
の
世
界　

─
か
え
っ
て
き
た
仏

像
た
ち
─
」
及
び
「
関
連
講
座　

か
え
っ
て
き
た
仏
像
た
ち　

─
天
松
山
最
教
寺
調
査
の
成
果
か
ら
─
」
に
出
席
。

●
十
二
月
一
日
、
増
上
寺
明
照
会
館
に
て
「
第
三
十
六
期　

第

七
回　

社
会
・
人
権
審
議
会
」
に
出
席
。

●
十
二
月
四
日
、
大
正
大
学
に
て
「
二
〇
二
五
年
度
綜
合
仏
教

研
究
所　

特
別
講
座　

第
八
回　

近
代
人
と
死
生
観
（
ⅰ
）」

に
出
席
。

●
十
二
月
十
八
日
、
大
正
大
学
に
て
「
二
〇
二
五
年
度
綜
合
仏

教
研
究
所　

特
別
講
座　

第
九
回　

近
代
人
と
死
生
観
（
ⅱ
）」

に
出
席
。

●
十
二
月
二
十
一
日
、
立
教
大
学
に
て
「
日
本
学
術
会
議　

公

開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

分
断
化
す
る
社
会
の
中
で
対
話
は
可
能

か　

─
ポ
ス
ト
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
時
代
の
社
会
構

築
」
に
出
席
。

●
令
和
八
年
一
月
十
一
日
、
武
蔵
野
大
学
に
て
「
第
六
六
六
回　

武
蔵
野
大
学
日
曜
講
演
会　

イ
ン
ド
仏
教
の
失
わ
れ
た
経
典

に
つ
い
て
」
に
出
席
。

●
令
和
八
年
一
月
十
五
日
、
大
正
大
学
に
て
「
二
〇
二
五
年
度

綜
合
仏
教
研
究
所　

特
別
講
座　

第
十
回　

死
と
ど
う
向
き

合
う
か
？
」
に
出
席
。

●
令
和
八
年
二
月
十
一
日
、
龍
谷
大
学
に
て
「
二
〇
二
五
年
度　
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第
三
回 

ク
ィ
ア
仏
教
学
研
究
会 

浄
土
教
思
想
とLGBT

Q

＋　

─
女
身
往
生
説
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
─
」
に
出
席
。

●
令
和
八
年
二
月
十
六
日
、
増
上
寺
光
摂
殿
に
て
「
第
五
十
一

回
浄
土
宗
総
合
研
究
所
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

仏
教
の
魅
力
再
発

見
」
に
出
席
。

●
令
和
八
年
二
月
二
十
日
、
別
院
真
福
寺
に
て
「
智
山
伝
法
院

特
別
講
習
会　

僧
侶
の
結
婚
・
家
族
」
に
出
席
。

●
令
和
八
年
二
月
二
十
七
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
文
化
庁
宗
務

課
説
明
会
「
宗
教
法
人
格
不
正
利
用
の
た
め
の
実
態
把
握
事

業
の
周
知
等
に
つ
い
て
」
に
出
席
。

●
令
和
八
年
三
月
七
日
、
東
京
大
学
に
て
「
二
〇
二
五
年
度　

国
際
宗
教
研
究
所　

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

地
域
で
／
地
域

か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
宗
教
者
」
に
出
席
。

●
令
和
八
年
三
月
十
一
日
、
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
て
「
第

三
十
六
回
法
華
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
」
に
出
席
。

●
令
和
八
年
三
月
十
六
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
「
二
〇
二
五
年

度
過
疎
問
題
連
絡
懇
談
会
」
に
出
席
。


